
 

 

 

 

 

 

 

令和７年第２回（６月） 

粕 屋 町 議 会 定 例 会 
 

質問順一覧表  

質 問 順 議   員   氏   名 

１ 田 川 正 治 

２ 古 家 昌 和 

３ 川 崎 尚 子 

４ 福 永 善 之 

５ 宮 﨑 広 子  

６ 安 藤 和 寿 

７ 川 口   晃 

８ 案 浦 兼 敏 

９ 堀 本 高 良 

１０ 山 𦚰 秀 隆 

１１ 本 田 芳 枝 

 

 

 

 

 

 
 



質問順 ＮＯ．１  質問者１０番   田 川 正 治  
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

こども誰でも通園制度 

と町立保育所・幼稚園 

の果たす公的役割につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物価高騰による負担軽 

減のための子育て支援 

について 

 

 

 

 

 

（１）こども誰でも通園制度での、受け入れ施設、事業参入 

の申請基準や認可等の概要は。 

 

（２）こども誰でも通園制度での、保育士の人員配置基準、 

利用時間や利用料金の設定は。 

 

（３）町内の保育所・幼稚園は、保育士不足で乳幼児の保育 

に影響が生まれる状況にあると思われるが、保育士の確 

保はできるのか。 

 

（４）小規模保育所と同様に、３歳児以上を受け入れる幼稚 

園や保育所が必要だが、受け入れる施設の体制は。 

 

（５）こども誰でも通園制度によって、町内の保育所・幼稚 

園の運営はどのように変わるのか。 

 

（６）中央幼稚園と仲原幼稚園の廃園について、保護者の意 

見などを集約して、教育委員会として審議されたのか。 

 

（７）仲原保育所の建て替えと、耐震診断に基づく補強工事 

の、具体的な計画と取組の進捗状況は。 

 

 

 

 

（１）３歳未満の乳幼児の保育料を無償にする考えは。 

 

（２）国民健康保険税の均等割を18歳まで無料にする考え 

は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．２  質問者 ４番  古 家 昌 和 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

町内のＡＥＤについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物乱用防止教育の啓 

発について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月１日に粕屋町総合防災訓練が実施予定で、今 

後の課題として全町における持続的な自助防災意識の醸成が 

期待されます。 

インターネット上の情報では、本町には民間施設を含め94 

施設にＡＥＤ（自動体外式除細動器）が配備と記載されてい 

ます。その内、町が管理するＡＥＤの運用等について町の考 

えを問う。 

 

（１）令和７年６月１日に実施される粕屋町総合防災訓練の 

参加者の反応は。 

 

（２）町で把握している町内のＡＥＤ設置施設の数は。 

 

（３）町が管理するＡＥＤの設置場所と数、管理体制とこれ 

までの使用事例や頻度は。 

 

（４）救命救急講習会参加への啓発は。 

 

 

 

 

福岡県における薬物乱用対策について、覚醒剤事犯の検挙者 

数は減少傾向にあり、危険ドラッグに起因する救急搬送数は平 

成 18年以降、低水準で推移するなど、一定の成果が得られて 

いる。 

しかしながらその一方で、大麻事犯による検挙者数は、若年 

層を中心に平成 27年以降継続して増加傾向がみられ、令和５ 

年の検挙者数は 475人と、過去最多を更新。（検挙者のうち約 

８割が 30歳未満の若年層で、19 歳以下の少年の検挙補導者数 

は 109人）結果、令和５年度の検挙人数は過去最多、少年の検 

挙補導人員も過去最多、若年層の構成比も過去最多。これらの 

現状を踏まえ、町の考えを問う。 

 

（１）本町での薬物乱用防止教育および保護者への周知の現状 
  は。 
 
（２）有効と考える防止対策は。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ. ３   質問者 ３番  川 崎 尚 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

子どもの育成事業につ 

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粕屋町立幼稚園・保育 

所再編整備計画につい 

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学童保育所の拡充につ 

いて 

 

（１）粕屋町には子ども達の育成を目的とした社会教育、社会 

スポーツ団体があり、その多くが、粕屋町から補助金を出 

す形での任意活動団体となっていると思われる。近年、役 

員のなり手不足、育成不足を第一の理由として、解散、も 

しくは活動縮小を余儀なくされている団体が出てきてい 

る。町は、解散を防ぐ、もしくは縮小等を避けるために、 

任意団体からの相談があれば、人員募集、確保などに共に 

努められてこられたのか。 

 

（２）粕屋町子ども会育成会連絡協議会（子育連）も令和７年 

３月末に解散をしたが、解散時の活動繰越金 307,408円 

が、青少年育成のために町に寄附されたということであ 

る。町は、その寄附金の用途を含め、今後、他の形で、粕 

屋町の子ども、またその子ども達を支える大人達の育成事 

業を検討されているのか。 

 

 

 

 

（１）令和６年３月時の計画では、平成 26年をピークに未就 

学児が減少し、令和４年度以降は幼稚園、保育所の総利用 

者数も減少に転じ、かつ、令和５年度には国の定義すると 

ころの保育所園待機児童は解消していると記載がある。 

その様な状況下ではあるが、０歳から２歳児の保育に対 

する需要が高いということで、令和７年度末に閉園する仲 

原幼稚園跡地に、新たに町立小規模保育所を開園する計画 

が進んでいるが、具体的な保育需要の必要性とはどの様な 

ことか。 

 

（２）今回計画の小規模保育所開園について、住民からの強い 

要望があったのか。 

 

 

 

 

（１）前回含め、数回、他の議員も一般質問で挙げられていた 

ように、仲原小校区は今現在も引き続き、学童保育拡充の 

ニーズが強い地域である。 

よって、仲原小学童の拡充を、町としてどのように考え 

ているのか。 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．４   質問者 ８番  福 永 善 之 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

選挙について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2025年４月に執行の粕屋町議会議員選挙は、無投票とな 

った。この選挙における予算は、3,064万７千円。 
 
 過去の議会議員選挙は、下記のとおり。 
（選挙年➡投票率➡有権者数➡定数/立候補者数の順） 
 
①2001年➡60.33%➡26,535人➡17/22 
②2005年➡56.72%➡28,969人➡17/19 
③2009年➡50.36%➡31,261人➡17/18 
④2013年➡44.88%➡32,748人➡16/20 
⑤2017年➡39.34%➡35,201人➡16/19 
⑥2021年➡40,76%➡36,769人➡16/19 
⑦2025年➡無投票➡38,428人➡16/16 

 
（１）選挙ポスターに関すること 

・町内に48か所の設置場所がある。設置数及び設置 
場所が適正なのか、選管の考えは。 
・ポスター費用は、公費負担制度が適用される。 
１枚当たりの限度額は、約7,130円。公費負担は、ポ 
スター設置数の48か所まで認められる。現行制度に 
おける、選管の考えは。 
 

（２）選挙公報に関すること 
・無投票になり選挙公報の発行は、中止された。 
公報は、有権者が立候補者を知るツールの一つだ。 
全戸配布される印刷広告費が削減され税金を節約し 
たメリットがある一方で、無投票当選した議員が４ 
年間、どの様な議員活動をするのか、有権者が監視 
できないデメリットもある。  

現行制度における、選管の考えは。 
・選挙公報は、投票日の前日までに配布すればよい 
こととなっている。インターネットが当たり前にな 
り、ＳＮＳで情報を入手したり発信するのは、一般 
的な社会情勢だ。現行制度における選管の考えは。 
 

（３）投票率に関すること 
・期日前投票所を、役場及び大型ショッピングセン 
ター（ＳＣ）に設置予定であった。大型ＳＣでは、 
平日の水・木の２日間、11～18時で投票可能の予告 
があった。大型ＳＣに期日前投票所を開設するに当 
たり、有権者のターゲット層をどの様に考えてある 
か。 
・選挙割の取組は考えてあったのか。 

 

 

 

 
選挙管理委員会

書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．５  質問者１３番  宮 﨑 広 子 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 
誰もが安心して幸せに 
暮らすやすらぎのまち 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．妊産婦支援産後ケアについて問う 
 
（１）子育てに悩む妊産婦、要支援の妊産婦支援として子ど 

もに対する虐待を防止するためのサポートが必要と考え 
るが、現在実施している事業の実態と課題は。 

 
・全戸訪問事業 
・子育て世帯訪問支援事業 
・子育て短期支援事業    など 

 
（２）各種手続き申請のデジタル化の導入は。 

育児等支援サービス・子育て世帯訪問支援事業及び 
ショートステイ等を利用される方が、利用申請される際 
に電子申請で手続きができないか。 

 
（３）産後ドゥーラを取り入れることへの町の考えは。 
 
 
 
 
２．新しい機構について 
 

産後の困りごと相談は、こども家庭センターで把握して 
いると思うが、ショートステイや保育所に預けることを促 
す手続きの流れは、どのようになるのか。また、こども家 
庭センターは、保育所とのつながりなど横断的な対応がで 
きるのか。 
 
 

 
 
３．ブックスタート事業の実態と課題は  
 
（１）コロナ禍後、コロナ禍前と変わっていることも多々あ 

ると思う。初めての絵本との出会いをどのような形で行 
われているか。 

 
（２）ブックスタートの読み聞かせボランティアは、町のサ 

ポーターとして、大切な人材と捉えるが町長の考えは。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



質問順 ＮＯ.６   質問者１５番  安 藤 和 寿         
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

アウトバウンドの促進 

からグローバル人材育 

成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インバウンドにおける2025年４月の訪日外客数は、単月 

としては初めて390万人を突破し、過去最高を記録した。 
 当町と隣接した福岡空港発着におけるゴールデンウィー 
ク期間中（4/25～5/6（12日間））の出入国者数は、 
326,180人。日本人の出国者数は29,000人、入国者数は 
30,660人で、８割以上は、外国人のインバウンド需要がけ 
ん引している。 
 日本国内においては、パスポート保有率が17％と低迷 
し、国交省観光庁は「もっと海外へ宣言」を掲げ、新しい 
パスポートの普及や若者の国際交流の促進、到着時免税制 
度など新しい取組で海外旅行への機運醸成を図るとしてい 
る。 
 このことから、以下の質問を問う。 

 
（１）アウトバウンドの促進に向けて、当町の役割を問 

う。 
 

（２）将来、町を担う若者の人材育成の観点から、パスポ 
ートの申請料の補助を行う考えはあるか。 

 
（３）福岡県市町村振興協会の補助金を活用した小中学生 

を海外に派遣する取組を行っている近隣自治体がある 
が、当町の考えは。 

 
（４）子どもたちが将来の進路を地球規模で考えるきっか 

けや語学力の強化、国際的な人材育成の観点から、中 
学校の修学旅行を国内から海外の近隣諸国などにシフ 
トしている他校の状況があるが、当町としての考え 
は。 

 
（５）多文化共生の推進、町職員のグローバル人材育成か 

ら、自治体に必要とされる外国人への支援について問 
う。 

 
①福岡県の在留外国人は、コロナ禍からの回復を背 
景に急速な増加が見られ2023年12月末現在で99,695 
人。粕屋町の最新の登録者数は。 

 
②窓口や電話問合せなど、国籍地域別言語の通訳に 
対応ができる職員はいるのか。 

 
③外国人住民と地域住民との交流促進が重要だと考 
えるが、言語サポート、教育、医療、町イベントへ 
の案内コミュニティ促進などの支援体制はどのよう 
になっているのか。 

 
④町内企業の深刻化する労働力不足を解消するた 
め、海外の自治体や大学との包括的な協力関係を構 
築し、多角的な人材交流を推進しては。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ．７  質問者 ９番   川 口  晃 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 
町政に関しての「町づ 
くりアンケ－ト」を実 
施したが、町民の要望 
事項について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
粕屋町の教育について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介護保険制度の充実に
ついて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
独自に実施した町政に関しての「町づくりアンケート」 

での町民の要望事項について以下のとおり問う。 
 
（１）仲原川の浚渫計画は具体的に進んでいるか。  
 
（２）柚須駅の駐輪場はあふれるばかりの自転車でいっぱ 

いで、利用者の通行にも支障を来す位だ。解決方法は 
ないか。 

  
（３）柚須駅から県道607号線に至る道路東側の歩道は、 

道路に凹凸があるし、夜は暗いので、道路整備と街灯 
設置はできないか。 

 
（４）「暮らしについて」は６割を超える人が以前より悪 

くなったと感じている。住民支援に使用できる財源は 
何か。 

特に税負担が重荷になっている。税や公共料金の値 
下げ等での町民支援はできないか。  

 
 
 
 
（１）他市では、小中学校の大規模改修工事の入札中止が 

発生しているが、粕屋町の現状はどうか。  
  
（２）2026年度から始まる中学校の35人学級に関して、教 

室と教員の配置はどうなるのか。少なくともクラス担 
任は正規教員を配置すべきではないか。 

  
（３）不登校の子の保護者が仕事を休める「不登校休暇」 

を小中学校の教職員や町職員等は、取得できる体制に 
あるか。 

   
 
 
 
（１）介護サ－ビス報酬の見直しで、訪問介護事業所の空 

白の自治体が増加している。粕屋町における介護施設 
等の一覧は「高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計 
画」の中にあるが、閉鎖した事業所等はあるか。 

  
（２）町内で訪問介護を実施している施設数の経営の現状 

はどうか。 
 
（３）住民の生命と生活上必要な分野は、一部でも公共に 

戻すべきではないか。 

 
町 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町 長 
教育長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町 長 

 



質問順 ＮＯ．８  質問者 ７番   案 浦 兼 敏 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 
組織機構改革について     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多様な人材の確保につ
いて 
 
 

 
15年ぶりに大幅な組織機構改革が行われたことについて、 

町長の考えを問う。 
 
（１）他自治体では、総合計画の策定に合わせて組織機構改 

革を行っているところが多い。 
総合計画策定中の令和７年６月に組織機構改革をあえ 

て行った理由は何か。 
 

（２）組織機構改革の基本的考え方と、これをどのように具 
体的に組織機構に反映したのか。 
 

（３）組織機構改革の検討に当たり、事務事業の整理・見直 
しや業務量調査などは行われたのか。 
 

（４）市制を視野に入れた組織機構改革とは、具体的にどの 
ようなことを指しているのか。 
 

（５）「新生・かすやプラン」の推進役は、どこの課が担う 
のか。 
 

（６）総合窓口課の課名を変更したことによって、ワンスト 
ップサービスは後退しないのか。 
 
 
 

 
 組織機構を担う多様な人材の確保について、町長の考えを
問う。 
 
（１）定員管理計画では、40代前半と50代の職員が少ない現 

状と、専門的な能力や経験を有する多様な人材の確保が 
一層必要と記載されている。 
他市では「即戦力として活躍できる人材」として、社 

会人経験者や公務員経験者の選考採用を行っている。当 
町でも公務員経験者に限定した選考採用を行う考えはな 
いか。 
 

（２）組織機構改革により課や係が増設されているが、職員 
の確保はできているのか。定員管理計画の見直しは必要 
ないのか。 

 
（３）過去３年の職員数（４月１日現在）と新規採用者数 

（内数）は。また本年度の職員採用計画はどうなってい 
るのか。 
 

 
町 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



質問順 ＮＯ．９  質問者 １番  堀 本 高 良   

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 
粕屋町における英語教 
育について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物価高騰対策について 
 
 
 
 
 
 
 
 
熱中症対策について 

 
（１） 今後ますます進展するグローバル化に備え、国際社 

会で活躍する人材の育成が求められるが、具体的な考 
えはあるか。 

 
（２） 今後も英語検定料助成金を継続するのか。継続する 

場合、国際コミュニケーション能力向上の観点から、 
町内在住の高校生以上の学生にも拡大する考えはある 
か。 

 
（３） 粕屋町における独自の英語教育の一環として、未就 

学児からの語学習得の環境整備を行うべきであると考 
えるが、町長の考えを問う。 
 
 
 

 
（１）物価高騰対策の現金給付に該当しない町民への対策 

は、実施するのか。 
 
（２）今後、子育て世帯や高齢者への米配布は、実施する 

のか。 
 
 
 
 
（１）粕屋町において、町民が利用可能なクーリングシェ 

ルター（指定暑熱避難施設）の追加を行う予定はある 
のか。また、町民への周知はどのように行うのか。 

 
（２）令和５、６年度の町民運動会における熱中症対策 

は、どの様に行っているのか。 
 
（３）今年度から、糟屋郡民スポーツ大会が７月末から11 

月に変更となり町民運動会も暑さが残る10月初旬から 
の日程変更は検討するべきと考えるが、町長の考えを 
問う。 

 
（４）町内スポーツ大会及び行事等で、包括連携協定を締 

結している企業へ熱中症対策の協力要請を行う考えは 
ないか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
町 長 
教育長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町 長 
 
 
 
 
 
 
 
 

町 長 
教育長 

 
 
 
 

 



質問順 ＮＯ.１０  質問者１４番  山 𦚰 秀 隆 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

機構改革について 

 

 

 

 

  

令和７年度６月１日スタートした機構改革は、より効率 

的な行政運営を目指すため「新生・かすやプラン」の展開 

を支える役割としています。 

「新生・かすやプラン」とは簡単に述べると、開発を契 

機に「ヒト・モノ・カネ」を呼び込み、そこから得た利益 

を町民に還元するというものだということでした。 

 

（１）地域経済の活性化のため５つの開発が進められてい 
ます。機構改革で都市計画課に新たに作られた開発指 
導係の役割とは。 

また、どのようにこの５つの開発に関わっているの 
かを聞きます。 
 

（２）行政の組織編制を17課から20課、41係から52係と大 
幅に増やされました。現在の職員数と庁舎部屋数には 
限りがあります。今後どのように人的、物的配置を考 
えているのか聞きます。 
 

（３）今回の機構改革では、業務の集約化により町民のニ 
ーズに合わせたものとしていますが、集約化とは窓口 
を少なくするという考えになると思いますが、その対 
応は。 
 

（４）組織の機構改革で機動力を高めるとしています。予 
算の積み上げによる事務作業ですが、機動力を高める 
には、予期しない費用が掛かると思います。予備費の 
流用を円滑にする仕組みが必要です。どのように考え 
ますか。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質問順 ＮＯ.１１  質問者１２番  本 田 芳 枝 
 

質 問 事 項 

 

質 問 の 要 旨 

 

 

質問の相手 
 

 

ウェルビーイングなま 

ちづくりと駐輪場マナ 

ー違反対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新生・かすやプランを 

支える行政組織の機構 

改革について 

 

 

 

 

 

 

 

広報かすや５月号に当初予算の説明が載っていました。 

その冒頭、「令和７年度は、昨年度を上回る過去最大規模 

の積極的予算となりました。経済の好循環を生み出す「新 

生・かすやプラン」の展開を図り、一人ひとりが「Well- 

Being」を実感できるよう、持続可能なまち、魅力的なま 

ち、そして暮らしやすいまちづくりを取り組んでいきま 

す。」となっています。 

「Well-Being」という言葉は以前から何度も行政用語で 

使われています。ウェルビーイングなまちづくりとＪＲ駅 

駐輪場マナー違反対策について問います。 

 

（１）ＪＲ原町駅・長者原駅駐輪場において所定以外の場 

所に駐輪している自転車の現状は「Well-Being」とは 

言いがたいが、町はこの現状をどのように把握してい 

るか。 

 

（２）ＪＲ駅という、町の「顔」に対する印象への影響 

は。 

 

（３）駐輪場の問題に対して改善策などは考えているの 

か。 

 

 

 

 

町は行政課題への的確な対応や強化すべき施策の確実な 

推進を図り、より良い行政サービスを提供するため、令和 

７年６月１日から、役場の組織を再編制しています。改革 

に伴う様々な対応について問います。 

 

（１）「新生・かすやプラン」の展開における機構改革の 

ポイントは。 

 

（２）これまでの体制に比べ係の数が多いように思う。職 

員数と業務内容に対する考察をどのようにされたの 

か。 

 

（３）職員の研修や休暇取得において、それを支える周囲 

の働き方改革への体制は。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 


